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正 常嚥下者 と舌突出型嚥下者に おける舌背の 上下運動の 超音波解析
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抄録 ：超音 波診 断装 置を 用 い た 解析法 を検討 す る た め，
．
女性 の 正 常嚥下 者 15名 （NS 群 ）と舌突 出 型嚥 下 者 10名

（TT 群 ）に ジ ュ
ー

ス 5 皿 1 を 嚥下 さ せ ，下顎 両側 第
一

大 臼

歯 を通 る前 頭 断面 の舌 背 の 上 下 運 動 を M モ ー
ド画面 で

撮 影 した．上下 運動 を上 昇相，接触 相 お よび下降相 に分

け，それ ぞ れ をタイ プ分 け し，上 昇距 離，時 問 お よび速

度 等 を計 測 した．

　 ユ．タ イ プ分 け に よ れ ば，上 昇 相 に は 舌背 が た だ ち に

上 昇 す る ダイ レ ク ト型 と
一

旦 沈 み 込 ん で か ら上 昇 す る バ

ウ ン ド型 の 2 つ が あ り，前者 に は NS 群 の 9 名，後者 に

は NS 群 の 6 名 と TT 群の 10名が 含 ま れ て い た ．接触

相 に は，長プ ラ ト
ー型，短 プラ ト

ー型，非プ ラ ト
ー型 の

3 つ が あ り，長 プラ ト
ー型 に は NS 群の 6 名，短 プ ラ ト

ー

型 に は NS 群 の 3名 と TT 群の 5名，非 プ ラ ト
ー型 に は

NS 群 の 6 名と TT 群 の 5 名が 含 まれ て い た．しか し，下

降相で は どの 被検 者 もた だ ち に 下降 して ，タイプ 分 けが

で き なか っ た．

　 2 ．計測 値 に よれ ば，舌背 の 上 昇距 離 は TT 群 が NS

群 よ り，バ ウ ン ド型 が ダイ レ ク ト型 よ り有 意に 大 きか っ

た．ま た，接触時間は 接触相 の 3 っ の 型 の 間 で 有意差 が

あ っ た．

　 3 ．タ イ プ分 け あ る い は計測値で 有意差 の あ っ た．ヒ昇

距 離 と接触時間の 2項目で 散布図 を描 く と，各被検者 は

．ヒ昇距 離 で は分 か れ な い が 接 触時 間 で は 3 つ の グル ープ

に 分 か れ ，し か も各 グル ープ は長 プ ラ ト
ー型，短 プ ラ ト

ー

型，非 プ ラ ト
ー型 に 対応 して い た．

　 4 ．以 上 か ら，舌 背 が 上 昇 して 口蓋 と接触 す る 接触 相

の 型 な い しは接触時 間 が，嚥下 時 の舌 機 能評 価 に 有効 な

指 標 と な る こ と が 示唆 され た．

　　　　　（Orthod，　Waves 　59 （2）： 111〜119，2000 ）

Ultrasound 　analysis 　of 　the　up −down

　 movement 　of 　tongue　dorsum　in

　subjects 　 with 　normal 　and 　tongue

　　　　　thrust　swallowing

Abstract ；To 　analyze 　the　swallowing 　tongue　 move ．

ment 　using 　the　ultrasound 　unit ，　its　M 　mode 　images　of

the　 movement 　 was 　 recorded 　 in　 the　 frolltal　 section

through 　the　 mandil 〕ular 　 first　 molars 　 in　 15　 normal

swa110wing （NS ） alld 　ID　longlle　thrusting （
「
rT ）

females，　The 　 ascending ，　 contacting 　 and 　descending

phases　of 　the　up ．．down 　movement 　of 　tongue 　d（エrsum

were 　classified 　 and 　 analvzed ，

　 1．　 In　the　ascending 　phase，　the　direct　type 　in　which

the　tongue　dorsum 　ascending 　directly　and 　the　bound

type　 ill　 which 　it　Clescending　before　 ascending 　 were

classified ．　The 　former　contained 　g　subjects 　of 　NS ，　and

the　latter　did　6　subjects 　of　NS 　and 　IO　subjects 　of 　TT ．

In　the　contacting 　Phase，　the　long　Plateau，　short 　pla・

teau　and 　nQn
−
plateau 　types 　were 　classified ．　The 　long

plateau　type　 contained 　6　 subjects 　 of 　NS ，　 the　 short

plateau 　type　did　3　subjects 　 of　NS 　 and 　5　 subjects 　of

TT ，　and 　the　non
−
plateau 　type 　did6subjects〔，f　NS 　and

5subjects　of　TT ．

　 2 ．The 　ascendillg 　distance　was 　significantlylarger

in　TT 　and 　the　bound　type 　compared 　to　NS 　and 　the

direct　 type ，　 The 　 palatal　 contact 　 duratiQn　 showed

significant 　 differences　 among 　 three 　 types 　 of　 the

contacting 　phase ．　On　the　 scattergram ，　subjects 　 were

自

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

112 　　0rthod ．　Waves 　59 （2）： 111 〜119 ，2000

separated 　int〔エ three　groups　by　the　palatal　 contact

duration．

　 3 ．　 It　 was 　suggested 　that　types 　of 　the　 cQntacting

phasc 　and 　the　palatal　contact 　duration　inight 　be　useful

緒 言

　嚥 下 時 の 舌 運 動 は 咬 合 と 密 接 な 関 連 が あ る と さ

れ
1・2 ｝，な か で も 舌 の

一
部 を 上 下歯列 の 間 に 突 き出 す 舌

突 出 癖 は 開 咬 の 病 因 と し て 重 視 さ れ て きた が
3−5），嚥下

に お け る 舌 の 役割 は ，嚥下物 を 咽 頭 へ 送 り込 む こ とに

あ る
6｝，

　嚥下物 の 移送 は 前方 か ら後 方 へ 向 か う舌 背 の 連続 的

な上 下 運動 に よ っ て 行 わ れ
7 ｝，消化管 の 蠕動運動 に 類

似 して い る
H 〕．舌背 の 上 下 運 動 は，嚥 下 物 が 大 き く固 い

場合 や 粘度 が あ る 場合 は 力強 く，小 さ く粘度 が な い 場

合 は 小 さ く運 動 す る とさ れ て い る
q・｝．ま た，正 常咬合者

の 舌背の 上 昇開始時 に は 上 昇 型 と下降型 の 2 つ の タ イ

プ が あ るが ，上 昇 し て 口 蓋 と接 触 した 後 は ど ち ら も し

ば ら くそ の 状態 を維持 す る と さ れ て い る
LO ）．こ れ らの

こ とか ら，舌 背 の 上 下 運 動 は ，嚥下 に お け る 舌機能の

重 要 な要素 と考 え ら れ る．

　 舌 運 動 の 解析 に は ，従来，X 線映画法
7・’］−1”｝

や X 線 テ

レ ビ｝A・s，’“
一’n が多く用 い られ て き た．最 近 で は，放射線

被爆 が な く，任 意 の 断面 を実時間で 観測で き る 超 辞波

診断法 が 用 い られ て い る
15・16・IS−2”〕．しか し こ れ を用 い

た 舌運 動 の 客観的 な 評価法 は 確立 さ れ て い な い ．

　本研究 で は，嚥 下 時 の 舌運動 の 評価法を検討す る た

め，正 常嚥 ド者 と 舌突出型 嚥下者 に ジ ュ
ー

ス を嚥 下 さ

せ て ，舌背 の 上 下運動 の バ リエ
ー

シ ョ ン を超音波診断

装置 を 用 い て 解析 す る こ と と し た．

対象 と方法

1 ，対　象

　対象 は，鹿児島大学歯学部 の 学生，歯科矯正 学講座

の 医局員お よ び 「司附属病院矯正 科 の 患者か ら，以下 の

基準 で 選択 した 永久歯咬合期女性 の 正 常嚥下者 15名
（NS 群） と舌突 出型 嚥 下者 10名 （TT 群） で ある，

　選択 の 基準 は，榎 ら 5）
の 異常嚥下 の 診断法 に 従 い ，唾

液嚥
．
ド時 に 冂 輪筋 が 緊 張 せ ず，歯科用 ミ ラ

ー
で 口 角を

排除 し て 唾液 を嚥
一
ドさせ た 際 に．ヒ下顎前歯間 に 舌 尖 が

溢 出 し な か っ た 者 を正 常嚥
一
ド者 と し，唾液嚥下時 に 凵

輪筋 が 緊張 し て 上 下顎前歯間 に 舌尖 が 溢出 した 者 を舌

突出型 嚥下者 と した．

　咬合 の 内訳 は，NS 群 で は 正常咬合 14名，叢生 1名

で ある が，TT 群 で は い ず れ も上下顎 4 前歯以上 の 切

縁が 上 下的 に 1mm 以 上 離開し た 前歯部 開咬 を有 し

indicators　for　the　evaluation 　of 　tongue 　functlon　during

SYvaHO 、ving ．

　　　　 （Orthod．　Waves 　59 （2）： 111 〜119 ，2000 ）

て い た．な お TT 群 の う ち の 1名 に は，8 歳 か ら タ ン グ

ク リブ を 10 カ 月間使用 した 既往 が あ るが ，残 りの 9名

に は，習 癖 除 去 装 置 の 使 用 や 筋機能訓練 の 既往 は な

か っ た ．対象の 年齢 は，NS 群 が 平 均 25歳 4 カ 月 （20

歳 9 カ 月〜29歳 10 カ 月），TT 群 が 平均 23歳 7 カ 月

（15歳 7 カ 月〜37歳 3 カ 月 〉で，群間 に 有意差 は な か っ

た．

II．超音波規格撮影 に よ る 舌背の 上 下 運動の 解析

　 1 ．撮影 方法

　被検者 を 歯科用診療椅子 に 深 く腰 か け させ，フ ラ ン

ク フ ル ト （FH ）平面 を水平 に し て 頭部 を イヤ
ー

ロ ッ ド

で 固定 し た ．用 い た 超音波診断装置 は エ コ ーカ メ ラ

（SSD −256，ア ロ カ （株），東京），探触子 は 周波数 5

MIIz ，表 示 深 度80　mm の リ ニ ア 電 子 走 査 型 （5
MHzUST 　 557−5，ア ロ カ （株），東京）で ，近距離分

解能 に 優 れ 鮮 明 な 画像を得 る こ とが で き る 21）．撮影

の た め の 断面 は，秋月 ら
Z2 ）

の 規格撮影法 に 準 じて，舌尖

と舌根 との ほ ぼ 中間に 相当す る下顎両側第
一

大臼歯 を

通 る前頭断面 と した．

　探触子 の 振動 子 面 に 音響結合剤 （エ コ
ーゼ リー ア

ロ カ （株），東京）を塗 布 し，振動子 の 長軸を横向 き に

して 上 記断面 に
一

致 さ せ ，FH 平面 に 垂 直 に 保持 して

顎下部 を圧迫 し な い 程度 に 密着させ，自作の探触 子 固

定装置で 固定 した （図 1）．超音波診断装置 の モ ニ ター

画面 を BfM モ ードに 設定し，　 B モ ード画面 に安静時

の 舌 の 上記前頭断面を通 る 断面像 を表 示 した （図 2，
左 ）．B モ ード画 面 の M カーソル を動 か し て 舌の 正中

矢状面 を選択 し，そ の 上
一
ド運動 を M モ

ード画面 に 表 示

した （図 2，右〉．被検者 の 口 内 に ジ ュ
ー

ス 5ml を含 ま

せ ，合図 に よ り嚥下 させ て M モ ード画面 に 現れ る舌 正

中部 の 上 下 運 動 の 開始 か ら終了 まで を ポ ラ ロ イドカ メ

ラ で 撮影 し た．こ れ を 約 2分間 の 休 憩 を 挟 ん で 5回

行 っ た，

　 2 ．解析方法

　 M モ ード画面 の ポラ ロ イ ド写真 か ら，平井 ら
Z3 ）

に 準

じて 舌背の 上 下運動 の 軌跡 （図 2，右の 矢 印 ）を トレ ー

ス し，舌背 の．ヒ下運動曲線 を作成 した．渡辺 ら2‘）
に 準 じ

て 上 下運動 の 開始点 と終了 点 を結 ん で 基準線 と し，上

昇 の終 了 点，下降の 開始点 を設 け，さ ら に 上 下運動 を

上 昇相 ， 接触相 お よ び下 降相に 区分 し た （図 3）．

　 舌背 の 上下運動曲線 に は各被検者 に よ っ て 多少 の ば

らっ き が あ っ た が，曲線 の形 は個人 に よ りほ ぼ定 ま っ

て い た （図 4）．そ こ で 各被検者 か ら代表的 な上 下運 動

巳
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下 顎 第
一

大臼歯 を通 る 前 頭断 面
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支 　 柱

 

工
δ

6

振 動 子

探触子

　 　 　 　 　 　 探触 子固定装置

図 1 舌 背の 上 下 運 動の 超音波 規格 撮影 の 模 式図
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　　　　　 図 2　舌背の 超音波写真

　左 ：安静時の 舌 の B モ ード画面．下 顎両 側 第
一

大

臼歯 を通 る前頭 断 面像 （縦軸 は高 さ，横軸 は 横幅）．
縱方 向の 白線 は舌 の 正 中 に 置 い た M カーソ ル を示

し，横方向の 白線 （矢印 ） は 舌背 を示 す．
　右 ：嚥 下時 の 舌の M モ

ー
ド画面．B モ ード画面 の

M カー
ソ ル で 選択 した舌正 中部 の 上下 運 動 （縦軸 は

高 さ，横軸 は 時 間），白線 （矢印 ）は舌 背 の 上 下運 動

の 軌 跡 を示 す．

曲線 を選 び，各相 の 形状 を そ れ ぞ れ タ イ プ分 け した （図

5）．

　次 に ，舌背 の 上 下運動曲線 に 設け た 各点 を用 い て ，
舌背 の 上 昇 距 離 （基 準線 か ら上 昇 の 終 了 点 ま で の 高

さ），上 昇時間 （上下運動 の 開始点 か ら上 昇 の 終了点 ま

で の 時間）， 接触時間 （上 昇 の 終了点 か ら下降 の 開始点

まで の 時間），お よ び下降時間（下 降 の 開始点か ら上 下

運動の 終 了 点 まで の 時間） を ノ ギ ス で 計測 した ．計測

値 は，M モ ード画面 の 縦横 の 目盛 りか ら mm ま た は

sec に換算した，ま た ， 上 昇距離 を 上昇時間 お よ び下降

時間で 除 し て 上昇速度 と下降速度 を算出 し た．た だ し

接触相 に プ ラ トーが認 め られ な か っ た 者 で は，上昇時

間 は 上 下運動 の 開始点か ら上昇 の 終 了 点 （下降 の 開始

点〉 ま で の時間 ， 下降時間 は 上 昇 の 終了点 （下降の 開

始点） か ら ヒ下運動 の 終了 点 ま で の 時間 と した．

　各被検者 に つ い て ， 5回 の 嚥下時 の 計測値 か ら平均

を 求め た ．群問 ある い は タ イ プ問 の 平 均 値 の 差 の 有意

性を Studentの t検定で検定 した．

結 果

1 ．上下運動曲線の各相の タイプ分 け

　図 5 に，
．
舌背 の 上昇相 と 接触相 の タ イ プ分 け を示 す．

上昇相 に は，た だ ち に ll昇 す る ダ イ レ ク ト型 と，− E、
沈 み 込 ん で か ら．ヒ昇す るバ ウ ン ド型 の 2 つ が あ り ， 前

者 に は NS 群の 9名 ， 後者 に は NS 群 の 6名 と TT 群

の 10名 が 含 まれ て い る．

　接触相に は ， 上 下運 動 の 開始点 か ら終了点 ま で の 時

間 に 対す る 接触時間 の 割合 が 概ね 半分 以 上 で あ る長 プ

ラ トー型，半分以 下 で あ る短 プ ラ ト
ー

型，プ ラ トーが

な い 非 プ ラ ト
ー

型 の 3 つ が あ り，長 プ ラ トー型 に は

NS 群 の 6名，短 プ ラ トー型 に は NS 群 の 3名 と TT

群 の 5 名，非 プ ラ ト
ー

型 に は NS 群 の 6名 と TT 群 の

5名 が 含 ま れ て い る．しか し下降相 で は，ど の被検者 で

も た だ ち に 下降 して タ イ プ分 けが で き な か っ た，

t
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上昇の 終了点 下降の 開始点

1一一一一一一一一一一一一一一一一レ：

　 　 　 上昇相

了点

　 基 準線

接触相 下 降相

　 　 ゆ

時 間 〔sec ）

図 3　舌 背の 上下運 動曲 線の 区 分

NS 群

ば らつ きの 大 きい もの 　 　　 　　 　 　　 　 　 ば ら つ きの 小 さい もの

　　　　　　　 図 4　舌背の 上下運動曲線の ば らつ き

　　　　　　 基 準線 と上 下 運動の 開 始点で の 重ね 合 わせ
『

II，上下運動曲線の 計測値

　 1 ．両群 の 計測値 の 比較

　表 1 に，舌背 の 上 下運動 曲線 の 計測値を示す．た だ

し，非 プ ラ ト
ー

型の 接触時間 は短 くて 計測 で きな か っ

た の で ，Osec と した．上昇相 の 上昇蹟離で は TT 群が

NS 群 よ り有意 に 大 きい ．しか し そ れ 以 外 の 項 目 に は

群間で 有意差 が な い ．

　2 ．タ イ プ 別 の 計 測値の比 較

　 タ イ プ 分 けが で き た上昇相 と接触相 に つ い て ， 計 測

値 の タ イ プ別比 較 を行 っ た．表 2 に，上昇相 の 計測値

の タ イ プ 別比較 を示す．舌背 の 上 昇距離で はバ ウ ン ド

型 が ダ イ レ ク ト型 よ り有意 に大 き い が，上昇時間 と上

昇速度 に は両 タ イ プ で 有意差 が な い ．また，どの 項凵

に もバ ウ ン ド型 の NS 群 と TT 群 で 有意差が な い ．

　表 3 に，接触相の 計測値 の タ イ プ別比較を示す．接

触時間 は長 プ ラ トー型，短 プ ラ トー型 ， 非プ ラ トー型

の 相 互 間 で有意差 が ある が，短 プ ラ ト
ー

型の NS 群 と

TT 群 に は 有意差 が な い ．

考 察

1．超音波診断装置を用 い た舌運動 の検査法

　舌運動 の 検査法 に は，X 線映画法
丁・9”］：），　X 線テ レ ビ

法
8・L4”17）

，
パ ラ トグ ラ ム 法

’4・25・26 〕，超音波診断法
15・’6・’S−24 ）
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タ イ ブ分 け NS 群 （n
＝15） TT 群 （n

＝10＞

上 昇 相

　 　 ダ イ レ ク ト型

バ ウ ン ド型

接触 相

　　長 プラ ト
ー

型

短 プ ラ トー型

非プ ラ ト
ー型

鬣
綛

累

素
ゐ

曇
n＝6

一塾 ．鱒 ．馳
一羅 一轟本落

r6

．獻 轟 慰
一」体 ．愚 」齦L

n≡3

．愚 蕊 、体

n
＝6

△ −A ．A ．

み 一一一
NFr ；V −A し

n
≡10

轟鯑

n
＝5

．鷽・
「 驫一

、愚
一灘 一

．熱 ．

n＝5

轟 一 AA　　　　　　　　　　　　　　
一一み 、《 ・

　　　　　 図 5 舌 背の 上 昇相 とプ ラ トー相 の タ イプ分 け

上 昇相

　ダ イ レ ク ト型 ：た だ ち に 上 昇，バ ウ ン ド型 ：一旦 沈み込 ん で か ら上 昇

プ ラ ト
ー
相

　長プ ラ トー型 ：上 下 運動の 開 始点か ら終了 点 までの 時 間 に対 す る接触 時

　　　　　　　 間 の 割合が半分 以 上

　短プ ラ ト
ー

型 ：上下 運動の 開始点か ら終了点まで の 時 間 に 対 す る接 触 時

　　　　　　　 間 の 割合が半分 以 下

　非 プ ラ ト
ー

型 ：プ ラ ト
ーが な い

下 降 相 は，タ イプ分 け で きず．網 か け は上 昇相 も し くは プ ラ トー相 を示 す．

自

が あ る．こ の う ち，X 線映画法 や X 線 テ レ ビ法 で は舌

運動 を実時間で 鮮明 に 観察 で き る利点が あ る が
7−17 ），

放射線被曝 の 問題 が あ る．ま た ，パ ラ トグ ラ ム 法 で は

舌 と 口 蓋 の 接触様相 を 把握 で き るが
14・25 ・26 ），口 蓋 に 床

を装着す る た め 生理 的 な 状態 で 検査 が で きな い 欠 点 が

あ る．一
方，超音波診断法 で は ， 顎骨 を 避 け て 撮影 す

る た め に 観察 の 方向 と範囲が 限 ら れ
8・2‘），画像 の 鮮明度

も X 線映画法 や X 線 テ レ ビ 法 よ り劣 る．しか し放射

線被曝 の 問題 が な く，規定 し た 断面 を 実時間 で 観 察 で

き る利点が あ る
15・16・ls・19 ）．

　超音波診断法 に よ る 舌運動 の 観察 に は ，任意 の 断面

を 観察 す る B モ ード法 と，B モ ード 画面 か ら M カ
ー

ソ ル で 選 ん だ 断面 の 経時 変 化 を観 察 す る M モ ード法

が あ る．前 者 の 例 と し て ，舌背 に 固 定 し た 小球 の 動

き
2T ），舌 の 矢状断面 の 経時的重 ね 合わ せ

2S・29 ），正 中矢 状

断 面 で の 動 き
3°）な ど の 解析 が あ る．ま た 後者 に は ，舌前

方部 と 舌根部 の ．ヒ下運 動
31 ），舌 背 の 上 下 運 動 時 間

15・1G・2°）

の 観 察 が あ る．

　渡辺 ら
24 〕

は ，嚥下時 の 舌背 の 上 下 運 動 を 下 顎 両 側 第

二 小 臼 歯 遠 心 面 を通 る 前頭 断面 の M モ ード 法 で 観察

し，比較的鮮明 な画 像 を 得 て い る．本 研 究 で は，こ の

断面 に 近 く，探 触 子 設置 の 目 印 に な る 下顎両側第
一

大
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臼歯 を通 る前頭 断面 を選 ん で規格撮 影 を行 い ，舌 背 の

高 さ の 経時変化 を M モ
ード法 に よ り観察 した．こ の 方

法 に よ り，舌尖 と舌根 の ほ ぼ 中央 に相当す る舌背の 上

下運動 の 変化 を 支障 な く観察 す る こ とが で きた．

　嚥下時の 舌運動 を観察 す る際 の 被験食品 に は ，同 じ

条件 下 で 解析 す る た め に 2〜5ml の ジ ュ
ー

ス
7・32 ）や

水
3°・s3）が 用 い られ て い る ．本研究で も 5　ml 　a）ジ ュ

ー
ス

を用 い た．

II，舌背 の 上下運動の 特性

　1 ．上 昇相 と接触相 の タ イ プ 分 け

　西村
1°）

は，X 線 テ レ ビ を用 い た 正 常咬合者 の 嚥下時

の 観察で ，舌 背 の 、ヒ昇開始時 に 口 蓋 へ 向か っ て 上昇 す

表 1 舌 背の 上 下運 動曲線の 計測 値

NS 君羊 （n ；15） TT 群 （n ＝10）

上昇 相

　上 昇距離 （mm ）

　 L昇 時間 （sec ）

　上 昇速度 （mm 〆sec ）

接触 相

　接触 時間 （sec ）
．
ド降相

　 下降 時 間 （sec ）

　下降 速度 （mm ／sec ）

13．4± 2．7　　　　16．3± 3．5

LL
0，7± 0．5

31．6：ヒ21．7

1．1±0．9

0．2±O，0
90．4±20．3

0．8± 0，4
24．9± 15．0

0．8± 0．8

O．2± 0．1
87．8± 29．3
串

：P 〈 0．05

る上昇型 と，一
旦 下降 した 後 に上昇す る下降型 が あ る

と報告 した．しか し ， 渡 辺 ら
24 ），Peng ら

2D 〕
の M モ ード

を用 い た 正常嚥下者 の 観察 で は，上昇相 に 下降型 し か

示 され て い な い ．本 研 究 に よれ ば，上 昇相に は 直 ち に

上昇す る ダ イ レ ク ト型 と，

一旦 沈 み 込 ん で か ら上 昇す

るバ ウ ン ド型 の 2 つ が あ り （図 5），それ ぞ れ 西村
1°）の

上 昇型 と下降型 に対 応 して い た．また ， ダイ レ ク ト型

に は NS 群 の 9 名，バ ウ ン ド型 に は NS 群 の 6 名 と

TT 群 の 10名全員 が 含 まれ て い た ．ダ イ レ ク ト型で は

舌背 の 上 下運動 に 無駄 な 動 きが な い が ，
バ ウ ン ド型 で

は
一

旦 沈 み 込 む と い う無駄 な 動 き が あ る．開咬患者 で

は嚥下 の 効率 が 悪 い と され
33 ）

，
TT 群 の 10名全 員が こ

の 型 で あ っ た こ と か ら，バ ウ ン ド型 は 嚥下時の 舌機能

が 劣 っ て い る可能性 が あ る．乳児で は ，吸啜 時 に は舌

尖 を 乳首 に 強 く圧 接 し，陰圧 を形 成 す る た め に 舌 背中

央 部 を陥 凹 さ せ て L下運動 を す る助．舌突出癖 が 未熟

型 の 嚥 下 で あ る とす れ ば
4），バ ウ ン ド型 は乳 児 型 の 嚥

下 の 残遺 を示 す 可能性 も考 え ら れ る ．

　渡 辺 ら
24 ），Peng ら

20 ）は，舌 背 が 口 蓋 に 接触 した後 は

そ の 高 さ を一
定時間維持 して か ら も との 高 さ に 戻 る と

して い る．しか し本研究で は，接触相 に 長プ ラ トー型 ，

短 プ ラ ト
ー型 ，非 プ ラ トー型 の 3 つ の タ イ プ が観 察 さ

れ た （図 7）．寺島 ら
26 ）は ，パ ラ トグ ラ ム を 用 い た 嚥下

時 の 研 究 で ，舌 突 出型 嚥 下 者 の 舌 背 は 口 蓋 後 方 中 央 部

に 十分 に 接 し な い と報告 し，大西
32 ）も，前歯部開咬が あ

る児 童 で は 舌背 の 上 下 運 動が 緩慢 で 舌背 と 口 蓋 の 接触

が 十分 で な い と し て い る．本 研 究で み られ た 非 プ ラ

ト
ー

型 で も，舌背 と 口 蓋の 接触 が 十分 に 行わ れ て い な

表 2 上 昇相 の 計測 値の タ イプ別比較

ダ イ レ ク ト型 （n ＝9） バ ウ ン ド型 （ll＝16）

NS 群 （ll＝9） NS 群 （n ＝6）　 TT 群 （n ＝10）

上 昇距離 （mm ） 12．6± 3．0 15，7± 3．0

一 一

上 昇 時間 （sec ）

上 昇 速度 （mm ／sec ）

0．5± 0．5

40 ．4± 23．9

14．6± 1．6　　　　 16．3± 3．5
　 　 　 　0．9± 0．4

0，9±0．4　　　　　0，8± 0．4
　 　 　 22．5± 12．9
18．4± 7，7　　　　　24，9± 15，0

自

＊
：P 〈 0，05

表 3 接触 相 の 計測 値 の タイ プ別 比較

長 プ ラ トー型 （n ；6） 短 プ ラ トー型 （n ＝8） 非プ ラ ト
ー型 （n ＝ll）

NS 群 （n ＝6） NS 群 （n ＝3）　 TT 君羊 （n ＝ 5）　 NS 群 （n ＝ 6）　 TT 群 （n ＝ 5）

接触 時 間 （sec ） ．9± 0．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．6± 0．　　　　　　　　　　　　　　　　　 0，0

L − ＿一 一埜 一一一一」 L 一

一 一 ■
　 　 　 　 　 　 　 1．6± 0．O　　　　　 l．4± 1，7　　　　　　　0，0 0．0

塞榊
：P＜0，001
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接触 時 間 〔sec ＞

25

長 プラ ト
ー

型

2．0

15 プ ラ ト
ー

型

10

O．5

非 プラ ト
ー

型

OD 　
・一一一一一一一一

ぐ 〉
一一一e−h 　▲◆ オひ

．
▲
．一一一一一一

ヨ齢
一一一一一一一

0．0　　 　　 　　 　　 　　 100 200 　 　　 　　 　　 　　 　 30．O

上昇 距 離 〔mm ）

◇ NS 群 の ダイ レ ク ト型，◆ NS 群の バ ウ ン ド型，▲ TT 群 （バ ウン ド型）

図 6　舌背 の 上 昇距 離 とプラ トー時 間の 散布 図

い 可能性 が あ る．

　本研 究で は下 降 相 の タ イ プ 分 け が で き な か っ た ．下

降相 に 関す る報告 は 過去 に み られ な い が ，嚥下時 に 上

昇 し た 舌 背 が も との 高 さ に 戻 る の は嚥 下 物 が 咽 頭 か ら

食道 に 入 る 嚥下 の 咽頭相 と ほ ぼ 同時期 で あ る
34 ｝．下降

相 の タ イ プ 分 け が で きな か っ た の は，お そ ら く下 降時

間が 0．2sec と短 くて （表 1），個人差 が 現 れ に くい た め

と 考 え られ る．

　 2 ．舌背 の 上 下運動曲線 の 計測値

　舌 背 の 上 昇 距 離 に つ い て ，Peng ら
2°｝は，成人 の 水嚥

下時 の 観察 で 平均 12．461nm と して い る，本研究で は

NS 群 13．4rnm ，　 TT 群 16．3mm （表 1），タ イ プ 別 比

較 で は ダ イ レ ク ト型 12．6mm ，バ ウ ン ド型 15．7mm

で （表 2），TT 群 とバ ウ ン ド型 で は Peng ら
2 °1の 値 よ り

大 きか っ た．舌背 の ．ヒ昇距離 は ，上 昇開始時の 舌背 と

口蓋 との 距 離 に 相 当 す る の で，TT 群 や バ ウ ン ド型 で

こ の 値が 大 き か っ た の は 安静時 の 舌 が 低位 で あ っ た こ

と を示 唆 し て い る．

　 舌背 の ．ヒ昇時間 と 上 昇速度 に つ い て ，St（冫ne ら
2 η

は ，

正 常 嚥 下 者 の 水 嚥 下 時 で そ れ ぞ れ 0．lsec か ら 0，3
sec ，61　mm ／sec か ら 164　mm ／sec と し て い る．本研究

の NS 群 で は そ れ ぞ れ 0．7± O．5　sec ，　31．6± 21，7mm ／

sec （表 1），ダ イ レ ク ト型 で は そ れ ぞ れ 0．5± O．5　sec ，
40．4± 23．9mln／sec で （表 2），い ず れ も Stoneら

27 ）の

値 よ り長 く，遅 い ．彼 ら の 報告 で は 舌背 の 上 昇中の 時

間 と速 度 を計 測 し て い るが ，本研 究 で は 舌背 の 上 下 運

動 を ダ イ レ ク ト型 とバ ウ ン ド型 に タ イ プ 分 け し，両者

の 特 性 の 違 い を 明 確 に す る た め に 舌 背 の 上 下 運 動 の 開

始点 か ら上 昇 の 終 了 点 ま で の 時 間 と速 度 を算 出 し た た

め ，上 昇 時間 は 長 く，上 昇 速度 は 遅 くな る．ま た ，彼

ら の 報告 で は 水 10−20ml を 嚥 下 し て い た が ， 本研究

で は ジ ュ
ース 5ml を 嚥下 さ せ た の で ，こ の 違 い も影

響 を及 ぼ した 可 能性 が あ る．

　舌背が 口 蓋 に 接触 し て い る 時間 に つ い て ，Thomp −

son35 ）は嚥下後 2 分経 っ て か ら 舌背 が 口 蓋 か ら離 れ る

と し，川 島
5）は正 常嚥下者 で 約 1．31sec と し て い る ．本

研究 で は NS 群 の 接触 時 間 は 1．1sec で （表 1），川 島
5〕

の 値 に 近 い ．

　舌背 の 下降時間 に つ い て ，川 島
5〕は，舌 背 が 口 蓋 か ら

離 れ て 上 下 運動 を終 了 す る ま で の 時間 は 正 常嚥下者 で

約 0，33sec と して い る．本研 究 の 下 降 時 間 は NS 群，

TT 群 と も 0．2sec で （表 1），こ れ も川島
5 〕
の 値 に 近 い ．

III．嚥下 時 の 舌機能の 評価

　嚥下時 の 舌背 の 上 下 運 動 と舌 機能 と の 関 連 に っ い

て ，Bu ’Lock36）
と大西

32 ）
の 報告が あ る ．　 Bu ’Lock ：6｝

は ，

B モ ード法 を用 い て 乳 児 の 嚥 下 時 の 舌 正 中 矢 状 断 の 運

動 を観察 し，生後 33週 か ら 34 週 で は 舌背 の 上下運動

は 震 え る よ う な 動 き が 目立 ち，蠕 動 運 動 が 不 完 全 で

あ っ た が ，生後 35〜40週 で は こ れ ら の 特徴 は ほ と ん ど

み られ な か っ た と して い る．大 西
32 》は，B モ ード法 と

口 蓋床 の 圧 力 セ ン サ ーを併 用 し て 児童 の 嚥下時 の 舌正

中矢状断の 運 動 を 観察 し，前 歯 部 開 咬 が あ る児 童 で は

正 常咬合 の 児童 に 比 べ て 舌背 の 上 下運動 が 緩慢 で 舌背

と 口 蓋 の 接 触 が 十 分 で な い と して い る．

　 図 6 に，本研究 の 計測値 の タ イ プ別比較 で 有意差 の
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あ っ た 上 昇 距 離 と接 触 時 間 の 散 布 図 を示 す．各被 検者

は 上 昇距離 で は 分 か れ な い が，接触時間で は 3 つ の グ

ル ープ に 分 か れ，し か も各グル ープ は長 プ ラ トー型 ，

短 プ ラ トー型 ，非 プ ラ ト
ー型 に 対応 し て い る．こ の こ

と か ら，接触相 の タ イ プ な い し接触時間が ，嚥下 時 の

舌 機能 評 価 に 有 効 な指標 に な る こ とが 示 唆 さ れ る．今

後 の 課題 と し て ，他 の 集団 に お け る 追試や ，測定条件

の 検 討 が 必 要 と思 わ れ た．

　 本論 文 の 要 旨は，第 41 回西 日本歯 科矯 正 学会 大会 （1996

年 2 月，防府 ），第 56 回 日本矯 正 歯科学会大 会 （1997年 9

月，東 京 ），Thailand　International　Orthedontic　Congress

（1997年 12月，バ ン コ ク ） お よ び 日 中歯 科 医 学大 会 1999

（1999年 6 月，北 京 ） に お い て発 表 し た．

　な お ，本 研 究 の
一

部 は 平成 9−10年度 文部 省科学研 究 費補

助 金，基 盤 研 究 （C ）課題 番 号 09672110 の 補 助 に よ る も の

で あ る．
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